
日本家政学会誌 Vol. 55 No. 2 187 ~ 196 (2004)

正日
アンケート調査による熱・臭気の満足度と

キッチンタイプ・建物性能との分析

永井廉子，五十嵐由利子*

(関西電力側エネルギ}利用技術研究所，場新潟大学教育人間科学部)

原稿受付平成 15 年 7 月 4 日;原稿受理平成 15 年 11 月 25 日

A Questionnaire Survey on Assessment of Thermal and Odor Environment and
Analyzing It on the Types of Kitchen or the Ability of House

Yasuko NAGAIand Yuriko IGARASHI*

Energy Use R&D Center，Kansai Electric Power Company ，/nc.，Amagasaki ，Hyogo 66/-0974
* FaculりI 0/ Education and Human Sciences ，Niigata Universi帆 Niigata 950-2/81

The purpose of this study is to investigate how people assess the influence of cooking on the thermal
and odor environment outside the kitchen. Subjects (N=480) were asked to answer questions including
the items related to the subjectiveassessment of thermal and odor comfort. The types of kitchens used
by respondents are: 206 open types (55%) ，92 semiゃpen types (25%) ，71 close types (25%) ，and 5 island
types (1%). The largest in number was the open type kitchen that spread the influence of cooking to
the rest of the house more than any other types. As to the thermal environment ，the satisfaction rating
of the semi-open kitcheÍ1 was high both in summer and winter. The satisfaction rating of kitchens hav-
ing larger space tended to be higher ，and the thermal environment of the open type was highly evalu 嗣

ated both in summer and winter. The items related to odor factors were extracted ，and a structural
analysis using the Quantification Method m was conducted to examine the odor environment.
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1. はじめに

キッチンは，調理にともなう熱，油煙，水蒸気，臭

気などの発生により環境条件としては住宅内で最も悪

化しやすい場所である.近年，キッチンと食事や家族、

のだんらんスペースとが一体化したプラン，いわゆる

セミオープンやオープンタイプのキッチンカ f多くみら

れるようになった.しかし，このような開放的なプラ

ンにおいては，調理にともなう様々な影響が広がりや

すく，キッチン内だけでなく，だんらんスペースの快

適性が損われることが十分ありえる.

調理にともない発生する熱や臭気に関する先行研究

としては，松井ら 1) がアンケート調査結果から各室の

臭気に対する居住者意識と評価を中心に考察し，キッ

チンについては熱環境と臭気環境に対する居住者の関
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心が高いと指摘している.しかしながら，熱や臭気の

影響が，キッチンからどこまでどの程度影響を及ぼし

ているかについての研究報告はみあたらない.

そこで，本研究では，調理にともない発生する熱や

臭気がキッチンや隣接するだんらんスベ}スに及ぼす

影響の実態を把握するため，調理にともなう熱環境・

臭気環境についての居住者評価に関するアンケート調

査とその分析を実施した.

2. 調査概要

(1 )調査対象と調査方法

調理作業に関わることが調査内容に含まれることか

ら，調査対象を 30 歳からの女性とし，各年代に大き

なばらつきが出ないよう配慮することとした.
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表 1. 調査対象者の属性

(内:新潟，関西)

30~39 歳 40~49 歳 50~59 歳 60歳以上

152 (57， 95) 111 (59， 52) 89 (32， 57) 128 (36， 92)

31.7 (11.9， 19.8) 23.1 (12.3， 10.8) 18.5 (6.6， 11.9) 26.7 (7.5 ， 19.2)

1人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人以上

25 (10， 15) 105 (23， 82) 104 (35， 69) 141 (54， 87) 65 (34， 31) 38 (28， 10)

5.2 (2.1， 3.1) 21.8 (4.8， 17.0) 21.6 (7.3， 14.3) 29.3 (11.2， 18.1) 13.5 (7.1， 6.4) 7.9 (5.8， 2.1)

単身一世代世帯二世代世帯主世代世帯その他の世帯

25 (10， 15) 113 (24， 89) 257 (95， 162) 68 (44， 24) 9 (2， 7)

，5.2 (2.1， 3.1) 23.5 (5.0， 18.5) 53.5 (19.8， 33.7) 14.2 (9.2 ， 5.0) 1.9 (0.4 ， 1.5)

対象地域は新潟地区 b関西地区としたが，両地域と'

も夏季は蒸暑気候であるが，冬季は新潟の方が低温環

境である.調査対象者の選定方法は，新潟地区は幼稚

園児の母親と大学生の母親・祖母等，関西地区はボラ

ンティア団体等のモニターから抽出した.

郵送による調査用紙の配布と回収をおこなったが，

新潟地区については，園児の母親と学生に調査者が配

布し，郵送による回収とした.調査用紙の配布は

戸000 年 10 月で，新潟地区からは 184 名，関西地区か

らは 296 名，合計 480 名からの回答(回収率 94.4%)
を得た.

(2) 調査項目

調査項目は， (1) キッチンのタイプと広さ， (2) キッ

チンの満足度， (3) 換気扇の使用状況と満足度であり，

これらとの関連が考えられる項目として，住宅の種類，

断熱・気密性能，建築年数とコンロの種類を入れた.

また，調査対象者の基本的属性として，年齢，家族人

数と家族構成の項目を用意した.なお，調理にともな

う熱や臭気の居住者や居住空間への影響をとらえるこ

とを調査の目的としたため，調理する場所を含む空間

をキッチンと定義した.キッチンタイプの選択につい

てはイラストと簡単な説明で例示し，キッチンの広さ

は m2 または坪で記入するか，分からないという選択

肢を設け，ダイニングキッチン，リビングキッチンの

場合の広さは全体の面積を記入するようにした.また，

キッチンの満足度についての項目は，使い勝手や収納

空間に関する項目なども入れ，熱環境・臭気環境につ

いて意図的な質問ととらえられないよう配慮した.

3. 結果および考察

(1) 調査対象および対象住宅の概要

1) 調査対象者の属性

調査対象者の年齢構成，家族人数，家族構成は，表

1 に示したように，年齢は 30 歳代 31.7% で最も多く，

次に 60 歳代が 26.7% というサンプル構成で，各年代

で均等にはならなかったが，各年代からの評価を得る

ことができたと考える.家族構成は 4 人家族が 29.3

%と最も高く，世帯としては，二世帯世帯(夫婦と子

供)が 53.8% で最も高く，次に夫婦のみの一世代世

帯が 24.8% であった.

2) 住宅の状況

住宅の状況は，表 2 のとおりであり，持ち家の一戸

建てが 71. 7% を占めた.面積は 90~1l9 m2 が 22.3%

で最も多く，次に 60~89 m2， 120~ 179 m2 が 21.0% ，

22.3% となっていた.住宅構造は木造 65% ，コンク

リート造 27.1 %となり，木造が多い.築年数は 5~10

年未満が 20% と最も多く，次に 5 年未満が 17.7% ，

10~15 年未満が 17.5% と続くが， 30 年以上も 10% 以

上あり，築年数はほぼまんべんなく分布していた.

また，住宅の断熱・気密性能は冷暖房効率や居住者

の温熱感評価に影響しこのことはキッチンについて

も該当するが，アンケート調査で住宅の断熱・気密性

能について正確に回答を得ることは困難で、あると考え

られる.そこで， I①暖房中窓や壁からすきま風を感

じることがある J I②暖房を消すと部屋の中がすぐ寒

くなってしまう J I③お住まいの断熱・気密性能は良

いと思われますか j という質問項目を設け，それらの

回答から総合的に把握することとした.

表 3 に示したように，③の評価は「ふつう J がほ
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表 2. 住居の状況

(内:新潟，関西)

持ち家の 持ち家の 賃貸アパート・
賃貸一戸建て 社宅・官舎一戸建て マンション マンション

種類
(人) 344 47 58 13 11

(153， 191) (3， 44) (17， 41) (8， 5) (5， 6)
(%) 71.7 9.8 12.1 2.7 2.3

縛 (31.9， 39.8) (0.6， 9.2) (3.6， 8.5) (1.6， 1.1) (1.1， 1.3)

60m2未・満 60~89 m2 90~119 m2 120~179m2 180m2以上

(人) 45 101 107 81 73
面積 (5， 40) (24， 77) (36， 71) (17， 64) (38， 35)

(%) 9.4 21.0 22.3 16.9 15.2
(1.1， 8.3) (5.0 ， 16.0) (7.5， 14.8) (3.6， 13.3) (7.9， 7.3)

木造 コンクリート造 その他

(人) 312 130 32
構造 (145， 167) (29， 101) (10， 22)

(%) 65.0 27.1 6.7
(30.2， 34.8) (6.1， 21.0) (2.1， 4.6)

5年未満
5~10 年 1O~15 年 15~20 年 20~25 年 25~30 年

30年以上
未満 未満 未満 未満 未満

築年数(人) 89 82 83 49 73 36 69
(28， 61) (34， 48) (39， 44) (18， 31) (20， 53) (15， 21) (31， 38)

(%) 18.5 17.1 17.3 10.2 15.2 7.5 14.3
(5.8 ， 12.7) (7.1， 10) (8.1， 9.2) (3.8， 6.4) (4.2 ， 11.0) (3.1， 4.4) (6.4， 7.9)

0覧 10覧 20幅 30出 4(J覧 50覧 60覧 70首 80覧 90覧 l()()覧

;tープンキッチン
(N~206) (55幼

セミオープンキッチン
(N=92) (25首)

クローズドキッチン
(N=71) (19覧)

アイランドキッチン̃_ 2 FØYÆli1~躍0三 2::圭豆主主主ヨ o
(N=5) (l覧)

ロ 10nf以下回 11~20nf 回21~30nf 回31~40nf 四41nf以上

図 1. キッチンタイプと面積 (N=374)

(189) 79

ぼ半数で， r良い J rとても良い J と評価している人の

方が「悪い J r とても悪い j より多かった.また，①

の暖房中にすきま風をいつも感じている人は 39 名

(8.1%) で，そのうち③の断熱・気密性能が「悪い」

「とても悪い J と評価している人が 25 人，②の暖房

を消すと部屋がすぐ寒くなるといつも感じている人は

50 人 (10.4%) で，そのうち③の断熱・気密性能が

「悪い J rとても悪い J と評価している人が 30 人いた.

このように，対象者の住宅は，暖房中にいつもすきま

風を感じたり，暖房停止後の室温低下が大きいと評価

されるのは 1割程度であると推測した.

3) キッチンタイプと広さ

キッチンタイプと広さの両方に回答があったのが

374 名で，図 1 に示したように，オープンキッチンは

206 件 (55%) ，セミオープンキッチンは 92 件 (25%) ，

クローズドキッチン 71 件 (19%) ，アイランドキッチ
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表 3. 住宅の断熱・気密性能についての評価

(内:新潟，関西地区人数)

③住宅の断熱・気密性能についての評価
合計

とても良い 良い ふつう 悪い とても悪い NA

いつも感じる
14 19 6 39

①暖房中
(4， 10) (7， 12) (0， 6) (11， 28)

窓、や壁か特に寒い日に 3 17 139 51 8 218

らすきま 感じる (2， 1) (7， 10) (56， 83) (30， 21) (3， 5) (98， 120)

風を感じ感じることは 50 63 99 3 216
ることが ない (13， 37) (25， 38) (30， 69) (2， 1) (0， 1) (70， 146)

ある
1

NA
6 7

(1， 0) (4， 2)ー (5， 2)

いつも感じる
20 22 8 50

②媛房を
(9， ll) (8， 14) (1， 7) (18， 32)

消すと部特に寒い日に 5 44 200 51 7 307

屋の中が 感じる (1， 4) (19， 25) (69， 131) (31， 20) (2， 5) (122， 185)

すぐ寒く 感じることは 48 36 31 115
なってし ない (14， 34) (13， 23) (12， 19) (39， 76)

まう 2 6 8
NA (lムl， 1噌l) (4， 2) (5， 3)

合計
53 80 253 73 15 6 480

(15， 38) (32， 48) (91， 162) (39， 34) (3， 12) (4， 2) (184， 296)

ンは 5件 (l %)で，調理の影響が拡散しやすいオー

プンタイプのキッチンが多かった.

なお，このキッチンタイプと広さの関係を含め，他

の項目においても新潟地区と関西地区で有意な差が認

められなかったため，全体としての分析結果を示した.

広さについては，クローズドキッチンは他のタイプ

より当然狭く， 10m2 以下が 60% を超え， 20 m2 以下

カ宝 90% を占めていた.これに立すし，セミオープンキッ

チンは 10m2 以下が 30% ， 21 m2 以上が 39% で，オー

プンキッチンでは 11~20 m2 が 47% で， 21 m2 以上が

30% で，両者に若干の違いがみられた.なお，コンロ

(レンジ)の熱源は，電気が 13戸 (2.7%) と少なく，

ほとんどがガスであった.

(2) キッチンの評価

1) キッチンの満足度

キッチンの満足度を 19 項目について質問したが，

その結果を， r満足 J rやや満足」を合わせた割合で大

きい順に並べた図が図 2，逆に「不満 J rやや不満」

の合計の大きい順に並べた図が図 3である. r (主とし

て夏の)暑さ j は最低の 19 位， r (主として冬の)寒

さ」は下から 7番目の 13位となり，不満順では r(主
として夏の)暑さ J ， r (主として冬の)寒さ」はそれ

ぞれ，上から 2 位， 7 位となり，ほほ満足と不満は対

称になっていた.このことから，キッチンの快適性に

は夏の暑さや冬の寒さは満足側にも不満側にも大きく

寄与していることが示されたが，住宅の断熱・気密性

能の評価とかなり類似した傾向であった.

一方， rにおいが残らない J r湿気やカピのはえにく

さ J r空気の汚れにくさ j の空気環境に関わる項目に

ついては，不満では下から 3~5 番目の 15~ 17位にも

かかわらず， 9 位， 11 位， 18 位と満足を得にくい状

況にあった.特に「空気の汚れにくさ J は満足も不満

も下位にあることから，空気の汚れにくさは普段意識

されないが，悪い場合に不満対象として意識されると

いう特性を示していると考えられる.

2) キッチンのタイプと暑さ・寒さの満足度

アイランドキッチンは母数が 5 と少ないため，ここ

では検討対象としないこととし，他の 3つのタイプ別

80 (190) c、
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図 2. キッチンの評価(満足順)

。覧 10首 20幅 30覧 40事 50首 60唱 70首 80覧 90首 100略

収納スペース

(主として夏の}暑さ

収納のしやすさ 44 131 96

台所の換気扇 47 127 69 181

広さ 53 45 16

戸繊の高さ 50 119 153

{主として冬の)軍事さ 47 116 153:

キッチンの見た目 44 124 159

食器・鍋等の取り出しやすさ 26 123 161

調理のしやすさ 21 94 08

カウント・作業台の高さ 30 64 ∞
動きやすさ 25 73 19

明るさ 27 45 174重量豊 16

掃除のしやすさ 23 121 189;

168 14

湿気やカピのはえにくさ 161 16 E

空気の汚れにくさ

コンロの黙源 14 151

コンロの安全性 13 120

¦臼不満・やや不満ロどちらとも言えない固まあ満足固満足¦

図 3. キッチンの評価(不満順)

に分析した.また，キッチンタイプと暑さ・寒さの満

足度で明らかな傾向が得られなかったので，キッチン

タイプ別の広さと暑さ・寒さの満足度でクロス集計を

行い，図 4 のような結果を得た.

オープンキッチンでは夏の暑さと広さをみると，

「満足 J Iやや満足 j をあわせた満足側の回答は， 10

(191) 81 '
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m2 以下が 20% であるのに対し，面積が広くなるにつ

れて 40% 以上に増えていた.一方， r不満 j と「やや

不満」をあわせた不満側は 10m2 以下が 40% を超え

ているのに対し， 21 m2 以上は 27% に減っていた.冬

の寒さに対しても，同様に満足側と不満側でみると，

広い方が満足度を得られやすく，不満が減少する傾向

がみられた.

セミオープンキッチンは，夏の暑さで満足側が 10
m2 以下で 39% ， 21 m2 以上が 50% を超え，広くなる

にともない満足度が高くなる傾向がみられたが，不満

側は広さに関わらず 30% 前後であった.冬の寒さに

士すしては，オープンキッチン，クローズドキッチンに

比べて満足側の回答が多く，広さに関わらず 60% 前

後が満足と回答していた.

クローズドキッチンは夏の暑さと広さに関係がみら

れなかったが，不満側は広くなるにつれて増加傾向が

みられた.また，冬の寒さは広くなるにつれて満足側

の回答が， 10 m2 以下が 26% であるのに対し， 21 m2

以上では 57% と増加したが，不満側は広さとの関連

はみられなかった.

したがって，クローズドキッチンは夏の暑さは広く

なるほど不満が増加し，冬の寒さは広くなるほど満足

が増加している.

3) キッチンのタイプと空気環境の満足度

キッチンタイプ別の広さと空気環境に関わる「にお

いが残らない J 1空気の汚れにくさ J r湿気やカピのは

えにくさ J の満足度でクロス集計を行い，図 5~7 の

ような結果を得た.

「においが残らない j については，クローズドキッ

チンは 10m2 以下の狭いキッチンの満足側は 38% で

あるのに対し， 21 m2 以上の広いキッチンでは ， 2 倍

の 80% の人から満足側の回答を得ており，不満も広

くなるにつれ減少し，広さによる差が大きく表れた.
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居住者はキッチンの臭気として認識しているかという

事象認識の共通性を明らかにするため，キッチンの臭

気要因の構造分析を試みた.

そこで， (1) 数量化皿類(林 2) )を適用してキッチン

の臭気に関する共通性を確認し (2) キッチンの臭気

不満要因の構造解析を行い， (3) 対象(人)の分類を

行い，キッチンの臭気不満要因尺度(以下，におい満

足度という)を作成した.

具体的には，キッチンの臭気不満要因に関連すると

思われる質問群を用いて，数量化皿類により，キッチ

ンの臭気不満要因に関する質問(アイテム)の選択肢

(以下，カテゴリーという)に対する最適スコアであ

るアイテムカテゴリー数量を算出した(関連性のある

カテゴリーが近くに集まる，同じような回答パタンを

した人が近くに集まるように，人々と回答カテゴリー

の並べ換えを同時に行うため，人とカテゴリーに数量

を与え，得られた固有方程式を解いたにその際得ら

れた固有値は，第 I 次元 =0.346 ，第 2 次元 =0.210 ，

第 3 次元 =0.153 であり，第 1次元と第 2 次元で 0.5
以上になるため第 2 次元までで説明されていると判断

し，第 1， 2 次元を採用した.図 8. に示すように，項

目に与えられた解に示した第 1次元と第 2次元のアイ

テムカテゴリー数量を直交座標軸にプロットした.

図 8 から， 2 次元で U 字型になり， 1次元態度構

造(ガットマン.スケール)を示していることから， x

軸はキッチンの臭気要因に対して，満足一不満足と名

付けられる l 次元的尺度を構成していることが確認さ

れたので，次に対象(人)について，分類と再コード

化を行った(林 3)) .すなわち，個人得点を最大値か

ら最小値を 18分割(分割数は任意であるが経験的に

20 前後に実施されることが多い)し，図 9 のように

個人得点の度数分布表を作成した.隣の区分と差が大

きいところで分割し，また 1つの区切りで人数が固ま、

らないようにして， 1次元のプラスーマイナスで 5区

分に分類した.

この分類が元のデータとかけ離れることのないよう

代表的な質問とにおい満足度との確認を行い，最終的

に図 9 のように分割し布置図(図 8) を参考に左側

から満足ーやや満足一中間ーやや不満一不満のコード

を作成した.

2) キッチンの臭気要因の構造解析の結果

図 8上の近くにあるカテゴリー数値をまとめて a~
h群とした. x 軸マイナス側 y 軸プラス側最上を a 群

として， rA 1キッチン(においが残らない) :満足 j
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図 7. キッチンタイプと「湿気やカピのはえにくさ j
の満足度

一方，オープンキッチンは 10m2 以下が 28% ， 11m2

以上がほぼ 50% ，セミオープンキッチンはほぼ 60%
が満足側の評価であり，不満側は広さによる差はみら

れなかった.

「空気の汚れにくさ J でも，クローズドキッチンは

広いほど，満足が増加し，不満が減少している.オー

プンキッチンは 10m2 以下が 31% ， l1m2 以上でほぼ

50%が満足しており，セミオーフ。ンキッチンはほぼ

50%が満足していたが，不満側は広さによる差はみら

れなかった.

「湿気やカピのはえにくさ j については，セミオー

プンキッチンは全般的に広さに関わらずほほ 70% と

いう高い満足側の回答を得た.また，オープンキッチ

ンでは満足側で広さに関連し，クローズドキッチンで

は「におい J や「空気の汚れにくさ j と同様に満足と

不満とも広さによる差が大きく表れていた.

以上のことからキッチンタイプ別にまとめると，広

くなるにつれて満足が増加し，不満が減少するのはク

ローズドキッチンのみでありオープンキッチンやセ

ミオープンキッチンでは満足側のみ広さによる関連が

みられた.しかしながら，キッチンタイプ以外の要因

(においの拡散の問題や換気扇の能力，換気扇運転時

の供給空気の取り入れ状況の差など)も考えられるた

め，今後の実測調査や実験室実験で条件を統制し，検

討する必要があると考える.

(3) キッチンの臭気要因の構造解析とスケール化

1) キッチンの臭気要因の構造解析の方法

雑多な現象が相互に関わり合っているキッチンの臭

気に関して，要因ごとの関連性を考慮した全体構造を

とらえる探索的手法が有効と考え，どのような要因を
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図 8. アイテムカテゴリー数量散布図(第 1軸×第 2軸)

rB 1 キッチン(空気の汚れにくさ) :満足 J rI1 コン

ロ(空気の汚れにくさ) :満足 J rE 1台所の換気扇:

満足 J といった満足側のカテゴリーが集まった. x 軸

プラス側には y 軸プラス側の最上から h群として， rr
5 コンロ(空気の汚れにくさ) :不満 j とコンロの不

満が布置している.その下には g群として rA5 キッ

チン(においが残らない) :不満 J rB 5 キッチン(空

気の汚れにくさ) :不満 j というキッチンのにおい・

空気に関する不満が布置し，その下に f、群として rE
5台所の換気扇:不満 J rF 1換気扇(煙) :あてはま

る J rG 1換気扇(におい) :あてはまる J rH 1換気扇

(部屋の隅) :あてはまる」といった換気扇の不満に関

ずるカテゴリーが布置していた.

C 群として y 軸上マイナス側に， rA3 キッチン(に

おいが残らない) :どちらとも言えない J rB 3 キッチ

ン(空気の汚れにくさ) :どちらとも言えない J rE3
台所の換気扇:どちらとも言えない J rC 2 魚焼きに

換気:ときどき換気 j という中間的なカテゴリーが集

まった.

d 群の日 124時間システム導入」と rC3 魚焼き:

ほとんど換気しない j から， 24 時間換気を導入して

いる人のほとんどは魚焼き時に換気していないことが

考えられるが， 24 時間換気を導入している人は 3 名

と少ないため，ここでは検討しないこととした.
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図 12. におい満足度と「断熱・気密性能良いと思う

かJ との関係
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図 10. におい満足度と「すきま風を感じる」との関係
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図 11. におい満足度と「暖房消すとすぐ寒くなる J
との関係

特に寒い日に感じる
(N=307)

感じることはない 1:4l.:
(N=216)

いつも感じる
(N=50)

「②暖房を消すと部屋の中がすぐ寒くなってしまう J

3) 断熱・気密性能とキッチンのにおい満足度との

関連

断熱・気密性能とキッチンのにおい満足度との関係

をみるため，①暖房中窓や壁からすきま風を感じる

ことがある，②暖房を消すと部屋の中がすぐ寒くなっ

てしまう，③お住まいの断熱・気密性能は良いと思

われますか，という 3つの質問とキッチンのにおい満

足度のクロス集計(図 10~ 12) を行った.

「すきま風を感じる J 1暖房を消すとすぐに寒くなる j
については， 1いつも感じる j 人で，におい満足度が

「満足 J 1やや満足 J ・と回答した人はそれぞれ 31 %， 36
%に対して， 1不満 J 1やや不満 j という不満側回答は

61 I 148 I 132 I 105 I 34
突一

図 9. 第 1因子のサンプルスコア分布

におい
スケ-}レ

e群は ID 1炊飯器換気:においが気になる j は，

IA4 キッチン(においが残らない) J IB 4 キッチン

(空気の汚れにくさ) J IE 4 台所の換気扇 J 114 コン

ロ(空気の汚れにくさ )J に「やや不満 J 群の近くに

あることから，炊飯器のにおいはキッチンでの臭気に

関する不満の中ではあまり強く意識されていないと推

察される.

b群は上記以外の「やや満足」と「あてはまらない J
というカテゴリーが集まっている.

全体傾向として群間の布置の特徴をみると，不満は

キッチンのにおい・空気，コンロ，換気扇と群が明確

に分かれている一方，満足側は a 群として分離されず

に集まっており，満足であれば対象は意識されないが，

不満に対してはキッチン，コンロ，換気扇の不満はそ

れぞれ別々に意識されていることを示している.これ

は， 3ー(4)-1) の単純集計で「空気の汚れにくさ」は悪

い場合のみ不満対象として意識されるという特性を裏

付けるものと考えられる.

g群内を詳細に検討すると，嘆覚で感知する「にお

いJ が，空気の汚れとして認知されていることが興味

深い.前述の 3-(2)-3) で「空気の、汚れにくさ」とし

て認知されているものは「におい j の有無が判断の基

準となっている可能性がある.

また， f 群内を詳細に検討し，群の換気扇の不満は

1群となっていることから換気扇の不満のある人は視

.覚で感知する「煙 j と嘆覚で感知する「におい」を一

体として考えており，また煙ゃにおいの不満を有する

人は，部屋隅ににおいが残るという不満を抱きやすい

という結果が得られた.そこで， 1煙J がレンジフー

ドから漏れ出ているという経験と「におい」感知の経

験を結びつけている可能性がある.
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それぞれ 36% ， 49% である.しかし， r感じることが

ない j 人は，におい満足度で満足側がそれぞれ 51% ，

54% ，不満側は 23% ， 25% になっている.

「断熱・気密性能が良いか J について， rとても良い j

と答えた人の 55% は満足側回答であり，不満は 23%

であったが， r悪い J rとても悪い J と答えた火はそれ

ぞれ 38% ， 40% が不満と回答していることから，断

熱・気密性能に関連する満足度・が高い方がキッチンの

におい満足度の満足が高い傾向が認められた.しかし

ながら，断熱・気密性能とにおい満足度の媒介要因と

して局所換気性能ゃにおいの拡散の問題も考えられる

ため，今後の実測調査や実験室実験で条件を統制し，

検討する必要があると考える.

4. 要約

調理にともなう熱や臭気の居住者やキッチンへの影

響を，居住者がどのように評価しているかについてア

ンケ」ト調査を行い，以下の結果を得た.

(1) キッチンタイプは，オープンキッチン 206 イ牛

(55%) ，セミオープンキッチン 92 件 (25%) ，クロー

ズドキッチンマ 11'牛 (19%) ，アイランドキッチン 51'牛

(l %)と，調理の影響が拡散しやすいオープンタイプ

のキッチンが多かった.

(2) 熱環境については夏冬ともセミオープンキッ

チンの満足度が高かった.また，広さとの関係では広

いほうに満足度が高まる傾向がみられ，オープンキッ

チンでは広い方が，夏の暑さ，冬の寒さに対する満足

が増え，不満が減少した.

(3) 臭気環境については，臭気要因に関わる項目を

抽出し，数量化皿類を用いて臭気要因の不満の構造解

析を試みた.その結果，換気扇から排気しきれない煙

や臭気の存在と，部屋の隅での臭気の残留との関連が

示唆されたが，他の要因も考慮する必要がある.

本研究を進めるにあたり，調査にご協力くださいま

した皆様に心よりお礼を申し上げます.また，ご助言

をいただきました電力中央研究所の宮永俊之主任研究

員および占部 E主任研究員に感謝の意を表します.
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